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▲「ポイ捨てゴミのない新殿にしたい」と呼びかけました

新
殿
小
学
校
で
は
「
総
合
学
習
」

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る

力
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
ユ
ニ
ー

ク
な
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
授

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
道
の
駅

「
さ
く
ら
の
郷
」
で
の
児
童
の
皆
さ

ん
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

少
人
数
な
ら
で
は
の
授
業
が

特
長
！
新
殿
小
学
校
の
「
考

え
る
力
」
を
養
う
授
業
内
容

に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

地元の

◆

新
殿
を
好
き
に
な
る
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
、
新
殿
小
学
校
で
は
総

合
学
習
の
「
探
究
的
な
学
び
」
に
力
を

入
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
て

行
動
し
、
体
験
か
ら
学
べ
る
よ
う
な
授

業
内
容
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

全
校
児
童

三
十
人
と
い

う
少
人
数
な

ら
で
は
の
複

式
の
学
級
編

成
が
特
色
。

今
年
の
三
・

四
年
生
の
テ

ー
マ
は
「
新

殿
を
好
き
に
な
る
！
」
。
そ
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
五
月
に
国
道
４

５
９
号
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
を
み
ん
な
で

行
い
ま
し
た
。
「
ゴ
ミ
が
思
っ
た
よ
り

も
多
く
て
び
っ
く
り
！
」
「
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
を
空
き
缶
に
入
れ
て
捨
て
る
人

が
い
る
」
「
地
元
の
人
よ
り
、
車
の
中

か
ら
ポ
イ
捨
て
す
る
通
り
が
か
り
の
人

が
多
い
と
思
う
」
な
ど
様
々
な
感
想
や

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

日山キャンプ場での

課外学習の様子を紹介！

～
集
落
支
援
員
だ
よ
り

※市WEBではカラー刷「かわら版」を掲載中。⋘二本松市岩代集落支援員だより⋙と検索又は上の題字下QRコードにアクセス下さい。

▲３・４年生が活発に意見や
アイデアを出し合いました

▲自然の中で素材を収集

は
、
道
の
駅
ま
で
約
一
時
間
か
け
て
、

大
袋
い
っ
ぱ
い
の
ゴ
ミ
を
拾
い
、
分
別

し
な
が
ら
み
ん
な
で
歩
き
ま
し
た
。

「
う
ち
に
も
小
学

生
が
い
ま
す
。
こ

う
い
う
活
動
が
で

き
る
の
は
凄
い
で

す
ね
」
「
自
分
た

ち
で
考
え
て
チ
ラ

シ
も
作
っ
て
偉
い

ね
」
「
地
元
が
好

き
っ
て
い
い
な
。

頑
張
っ
て
」
な
ど

道
の
駅
を
訪
れ
た

人
か
ら
励
ま
し
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
飲

み
物
を
差
し
入
れ
し
て
く
れ
る
人
も
。

最
後
は
駅
長
さ
ん
に
案
内
さ
れ
、
ポ

ス
タ―

を
食
堂
の
目
に
つ
く
場
所
に
貼

り
付
け
て
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

新殿小学校では、昨年から日山キャンプ場での課外学習を
行っています。今年は９月に開催され、全校児童30名が５
つの縦割り班に分かれ、高学年がリーダーとなって低学年
の世話をし、まとめ役を務めました。

新殿の国道459号沿いでは
こんなゴミが多かったです！

□空き缶、ペットボトル
→清涼飲料水だけでなく、ア
ルコール類もありました

□プラスチック・ゴミ
→お弁当を買って食べた後、
ポイ捨てする人がいます！

□タバコの吸い殻
→タバコを吸った後、車の窓
から投げる人が多いです！

★火おこし＆バーベキュー
お昼は火をおこしてバーベキュー
に挑戦しました。炎を持続させるコ
ツをつかめずに苦労する班もありま
したが、食べ始めると「美味しい」
とみんな笑顔でした。「ピーマン嫌
い」という低学年に高学年が話しか
けるうちに自然にピーマンを食べて
いたという場面も。年上のお子さん
が年下の面倒を見ている様子がほの
ぼのと温かく感じられました。

★造形作品づくり
班ごとに事前にテーマを決め、自

然の中にあるものを用いた作品づく
りに挑戦。キャンプ場内を散策し、
葉や枝、木の実、石などを拾い集め
ました。その後、バンガローに移動。
画用紙の上に素材を貼り付けていき
ました。「へんてこな顔」「楽しそ
うなみんなの笑顔」「百万円を拾っ
てびっくりした顔」などユニークな
作品が完成しました。

◆

さ
く
ら
の
郷
で
チ
ラ
シ
を
配
布
。

来
訪
者
に
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た

そ
こ
で
「
ポ
イ
捨
て
を
な
く
す
た
め

に
、
集
ま
る
人
が
多
い
場
所
で
呼
び
か

け
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
配
ろ
う
」
と

い
う
話
が
ま
と
ま
り
、
十
月
に
「
さ
く

ら
の
郷
」
を
訪
問
す
る
こ
と
に
。
当
日

◆
取
材
を
終
え
て

少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
授
業
が

あ
る
こ
と
や
、
児
童
の
皆
さ
ん
が
「
新

殿
大
好
き
」
と
言
う
明
る
い
笑
顔
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
地
元
の
た
め
に
貢

献
し
て
く
れ
て
い
る
小
学
生
の
皆
さ
ん
、

先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▲班のみんなで作品づくり

▲班ごとにメニューを考案

▲チラシも来た人に手渡しました！
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※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

「自宅の門には梵字石まで
の案内図を看板にして掲げ
ています。案内することも
可能ですので、一声かけて
いただけると嬉しいです」

八

相
馬
派
・
伊
達
派
と
弾
正

田
村
家
中
の
相
馬
派
は
、
田
村
右
馬

守
顕
基
入
道
梅
雪
斎
、
田
村
右
衛
門
清

康
［
船
引
城
］
、
そ
し
て
小
野
城
、
大

蔵
城
、
大
越
城
、
石
沢
城
の
城
主
、
石

川
弾
正
光
昌
［
月
山
城
・
小
手
森
城
］

と
父
摂
津
守
［
百
目
木
城
］
等
二
○
騎

ほ
ど
で
あ
り
、
相
馬
に
通
じ
る
街
道
沿

い
や
岩
城
境
目
の
領
主
で
あ
っ
た
。

伊
達
派
は
、
田
村
宮
内
顕
頼
入
道
月

斎
、
橋
本
刑
部
顕
徳
［
木
村
城
］
、
田

村
宮
内
顕
康
［
宇
津
志
城
］
等
二
○
名

ほ
ど
で
、
田
村
家
中
や
月
斎
の
縁
故
集

団
の
領
主
で
あ
っ
た
。

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
四
月
七

日
、
弾
正
は
大
内
備
前
の
伊
達
家
復
帰

を
直
接
の
契
機
と
す
る
か
の
よ
う
に
宮

森
へ
出
兵
し
た
。
こ
れ
は
伊
達
氏
か
ら

相
馬
氏
へ
の
帰
属
替
え
が
軍
事
行
動
と

な
っ
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
動
き
と
相
反
す
る
よ
う
に
大
内

定
綱
・
片
倉
小
十
郎
等
が
一
緒
に
政
宗

の
元
に
参
候
し
た
。

四
月
十
五
日
、
弾
正
は
西
城
（
西
新

殿
）
を
偵
察
し
た
が
、
宮
森
城
か
ら
駆

け
つ
け
た
白
石
宗
実
に
撃
退
さ
れ
る
。

弾
正
に
は
相
馬
義
胤
の
塩
松
・
田
村
方

面
出
馬
を
誘
う
意
図
が
あ
っ
た
。

政
宗
は
五
月
十
五
日
に
は
大
森
城
に

入
っ
た
。
同
二
○
日
、
相
馬
に
向
か
う

石
川
方
の
者
が
捕
ら
え
ら
れ
た
。
そ
の

密
書
に
「
心
変
わ
り
の
者
一
二
七
人
」

と
あ
り
、
か
な
り
の
数
の
相
馬
派
の
存

I
 
L
o
v
e
 
I
w
a
s
h
i
r
o

㉔

～
下
長
折
・
梵
字
石
＆
不
動
滝
～

岩
代
を
愛
す
る
人
が
す
す
め
る
魅

力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。
二
四
回

目
は
下
長
折
の
渡
邉
正
美
さ
ん
で
す
。

し
ん
だ
山
で
す
が
、
実
は
江
戸
時
代
の

高
名
な
僧
、
雲
堂
和
尚
ゆ
か
り
の
地
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
昔
、
こ
の
山
の
中

腹
に
あ
っ
た
お
寺
で
夜
な
夜
な
怪
異
が

起
こ
り
、
そ
れ
を
鎮
め
る
た
め
に
雲
堂

和
尚
が
十
七
日
間
の
修
業
を
し
て
梵
字

を
刻
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
く
に
滝
が
あ
り
、
滝
の
上
の

岩
に
も
雲
堂
和
尚
に
よ
る
梵
字
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
一
見
の
価
値

の
あ
る
歴
史
的
史
跡
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

下
長
折
の
山
の
中
に
あ
る
稲
荷
神
社

の
境
内
に
は
不
思
議
な
巨
石
が
鎮
座
し

て
い
ま
す
。
高
さ
約
五
・
一
メ
ー
ト
ル
、

周
囲
約
十
二
メ
ー
ト
ル
も
の
石
に
は
梵

字
や
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
遊
び
場
と
し
て
慣
れ
親

◇紹介者◇
下長折在住
渡邉正美さん

二
一
日
、
政
宗
は
築
舘
に
着
陣
し
た
。

弾
正
は
、
そ
れ
ま
で
の
月
山
城
か
ら

小
手
森
城
へ
移
り
守
備
を
固
め
た
。
弾

正
支
援
そ
し
て
田
村
家
中
へ
の
対
応
の

た
め
、
義
胤
は
小
高
か
ら
百
目
木
城
に

出
馬
し
月
山
城
を
守
備
し
た
。

や
が
て
弾
正
の
籠
も
る
小
手
森
城
で

の
戦
い
が
始
ま
り
、
伊
達
軍
は
城
の
三

ノ
構
ま
で
侵
攻
し
、
付
近
の
畑
の
麦
も

刈
り
捨
て
た
。
し
か
し
籠
城
軍
の
守
り

は
固
く
、
五
月
二
六
日
に
は
政
宗
は
一

端
大
森
城
に
帰
っ
た
が
田
村
家
中
相
馬

派
の
動
き
に
対
応
す
る
た
め
に
こ
の
城

に
留
ま
っ
た
。

閏
五
月
十
二
日
、
義
胤
は
三
春
城
入

城
を
意
図
し
た
が
、
田
村
家
中
伊
達
派

橋
本
顕
徳
等
に
阻
ま
れ
て
果
た
せ
ず
、

船
引
城
に
籠
城
し
た
。

同
十
三
日
、
政
宗
は
宮
森
城
に
着
い

た
。
同
十
五
日
は
、
弾
正
方
の
月
山
城

が
伊
達
・
田
村
の
兵
に
攻
め
ら
れ
、
作

物
も
悉
く
刈
り
取
ら
れ
た
。

同
十
六
日
、
弾
正
が
守
る
小
手
森
城

が
放
火
さ
れ
多
く
の
死
者
を
出
し
て
陥

落
し
た
。
三
〇
〇
人
が
討
ち
取
ら
れ
た
。

そ
の
後
相
馬
派
の
大
蔵
城
が
落
城
し

た
。
ま
た
、
月
山
城
は
一
兵
も
残
ら
ず

退
却
し
、
石
沢
城
、
百
目
木
城
も
退
兵

し
た
。
弾
正
は
月
山
城
か
ら
相
馬
領
に

退
却
し
た
。
こ
の
日
政
宗
が
百
目
木
城

に
入
城
し
た
。
塩
松
全
域
と
田
村
が
政

宗
に
帰
属
し
た
。

石
川
弾
正
顕
彰
会
事
務
局
長

日
下
部

善
己

い
し
か
わ
だ
ん
じ
ょ
う
け
ん
し
ょ
う
か
い

▼不動滝の
梵字は、滝
の上にある
岩に刻まれ
ています

▲花崗岩の巨石は見上げるほどの大きさで圧倒されます。
廃寺となった稲荷山長安寺ゆかりの石と伝えられます

在
が
知
ら
れ
た
。

▶境内に着
くまでに鳥
居を４つく
ぐります

今年もシクラメンの季節にな
りました。草花専攻班の生徒
さん８人が育てたシクラメン
を販売します。「今年が最後
の販売となる予定です。地元、
岩代地域の皆さんには、ぜひ
足を運んでいただけたら嬉し
いです」（生徒一同）。

★販売期間11月27日（月）～
★時間：9時～16時
★場所：二本松実業高校安達

東校舎裏の農場 草花温室
★価格：１鉢 1,000円
※売り切れ次第、販売終了と
なります。お早めにどうぞ。

※問合せ：二本松実業高校
安達東校舎へ

☎0243-55-2121

二本松実業高校安達東校舎

シクラメンを販売します！

岩
代
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

両
属
の
将

石
川
弾
正
の
生
涯
⑧

▲石川弾正顕彰会「いし
ダンくん（甲冑ダンくん）」


